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対象 想定要因 確認内容 結果

検出配管の閉塞（HI側） － －
現状、流量は０ｍ３／ｈであり、検出配管閉
塞の影響は考えられない

×

エアー噛み込み（LO側） － －

水張時に伝送器のベンティングを実施している
ことに加え、伝送器受圧部は検出配管の最
下部に設置されていることから、運転中に気泡
が受圧部に混入する可能性はないため、要因
ではない

×

Ｈｉ側に模擬圧力を入力し、保護系計
器ラックのＡＩで出力を確認する

入出力試験結果問題なし
なお、伝送器電源の入切に
より指示復旧した

伝送器電源の入切により指示が復旧した事か
ら、伝送器における一過性の不具合と考察さ
れる

△

伝送器外観の傷や変形、緩み等の影響
について調査する

外観上問題なし
外観上問題ない事から影響はない。
また、当該計器は火災防護の耐火隔壁で囲
われており、影響は受けにくい

×

ＡＩカードに模擬電流を入力し、ＡＩ
カード出力を確認する

入出力試験結果問題なし
AIカードの入出力試験結果、問題なかった事
から、AIカードの不具合ではない

×

計器ラックの自己診断において、関連す
る警報が発信していないか確認する

警報発信なし（問題なし）
計器ラックの自己診断の警報発信有無の確
認結果、発信はなかった事から、AIカードの不
具合ではない

×

ケーブル ケーブル接続部の不良
ケーブル接続部をタッピングし、指示変動
の有無を確認する

接続部をタッピングした結果、
指示変動はなかった

ケーブル接続部の不良は、指示低下やふらつ
きの要因としては考えられるが、指示値振り切
れの要因としては考えられない

×

外的要因 ノイズの影響
伝送器、信号ケーブル敷設ルート、計器
ラック付近にてノイズの発生源となる作業
の有無を確認する

伝送器付近には足場が組ま
れており、作業が実施されて
いた可能性がある

ノイズの影響の場合、指示値は瞬時に復帰す
る可能性が高く、指示振り切れがしばらく継続
する事は考えられない

×

○結論
　伝送器電源の入切により指示が復旧したことから、伝送器における一過性の不具合と考察される。
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保護系計器ラック（PⅣ）
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AIカード出力値で指示計と同様
に振り切っており、AIカード以降
は問題なし
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作業日時

点検項目

点検準備

AIカード
機能確認

伝送器
機能確認

ケーブル接続箇所
確認

・伝送器の機能確認のため、スイッチを復旧（伝送器電源入）した
ところ、指示が復帰。
・伝送器の単体確認の結果、異常なし。

現場伝送器とAIカードをスイッチにて切り離した（伝送器電源切）
のち、AIカードの単体確認を実施。
単体確認の結果、異常なし。

ケーブル接続部をタッピングし、指示変動の有無を確認。
タッピングの結果、指示変動はなかった。

点検調査スケジュール

12月9日（土） 調査結果
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